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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第41期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
３月31日

自平成20年
１月１日
至平成20年
12月31日

売上高（千円） 6,178,82027,655,928

経常利益（千円） 66,646 △68,682

四半期（当期）純利益（千円） 81,623△630,342

純資産額（千円） 4,079,4684,012,555

総資産額（千円） 8,038,6559,658,012

１株当たり純資産額（円） 314.06 307.76

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 6.30 △48.64

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － －

自己資本比率（％） 50.6 41.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△575,017△154,038

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
144,040△270,564

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△332,827△340,959

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 2,180,7352,944,539

従業員数（人） 483 503

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．経常損益、四半期（当期）純損益及び１株当たり四半期（当期）純損益金額の△は、損失であります。

４．潜在株式が存在しないために潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を記載しておりません。
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２【事業の内容】

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社（株式会社小僧寿し本部）、連結子会社１社及び非連結子会社

１社、並びに親会社１社により構成されており、持ち帰り寿し、回転寿し、宅配寿しの直営による店舗展開と、小僧寿し

チェーンのフランチャイザーとして加盟者に対する原材料の供給と経営指導を主たる業務としております。

当社グループの事業内容及び当社と関係会社の当該事業における位置付けは次のとおりであります。

(1)寿し直営事業

主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。 

(2)寿しＦＣ事業

主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。 

(3)カラオケ・ネットカフェ事業

平成21年２月27日に、株式会社ムーン株式を売却しております。

これに伴い、カラオケ・ネットカフェ事業を廃止いたしました。

 

上記のほか、親会社が１社あり、その事業内容は次のとおりであります。 

株式会社すかいらーく…レストラン・チェーンの経営を行っております。

なお、持分法適用関連会社であった株式会社小僧寿し配送センターの全株式は平成21年１月25日に売却いたしまし

た。

  ≪事業系統図≫

以上に述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。 

 
 

（注）１．＊印は連結子会社、＃印は親会社であります。

２．持分法適用関連会社であった㈱小僧寿し配送センターとの取引は、平成20年９月末日をもって終了し、ま

た、 平成21年１月25日に同社の全株式を売却いたしました。

３．連結子会社であった㈱ムーンは、同社の全株式を平成21年２月27日に売却いたしました。  

３【関係会社の状況】

連結子会社であった株式会社ムーンは当社が所有する株式を全て売却したため、子会社ではなくなりました。

また、持分法適用関連会社であった株式会社小僧寿し配送センターも当社が所有する株式を全て売却したため、関
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連会社ではなくなりました。 

 

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年３月31日現在

従業員数（人） 483(2,838)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員（１ヶ月170時

間換算）を外数で記載しております。

２．全社（共通）として、記載されている従業員及び臨時雇用者数は、特定のセグメントに区分できない管理部

門に所属しているものであります。

(2）提出会社の状況

 平成21年３月31日現在

従業員数（人） 280(2,412)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員（１ヶ月170時間換算）

を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1) 商品仕入実績

当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ）は「生産」を行っておりませんので、「生産実績」に代えて

「仕入実績」を記載いたします。

当第１四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

なお、株式会社ムーンの株式売却に伴い、当第１四半期連結会計期間より「カラオケ・ネットカフェ事業」の区

分を廃止しております。

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）
金額（千円）

寿し直営事業

持ち帰り寿し 1,501,722

回転寿し 246,593

宅配寿し 374,898

小計 2,123,215

寿しＦＣ事業

常温食材 49,279

冷凍食材 277,969

資材その他 53,583

小計 380,832

合計  2,504,047

　（注）　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

(2) 受注実績

該当事項はありません。
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(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）
金額（千円）

寿し直営事業

商品販売  

持ち帰り寿し 3,723,898

回転寿し 603,765

宅配寿し 1,220,581

小計 5,548,245

寿しＦＣ事業

食材販売  

常温食材 70,467

冷凍食材 397,481

資材その他 76,620

ロイヤリティ収入 86,004

小計 630,574

合計  6,178,820

　（注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

直営店の商品販売実績

直営店販売の地域別売上高及び店舗数は次のとおりであります。

地域別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

売上高（千円） 店舗数

北海道 942,639 51

東北 218,162 17

関東 3,595,605 300

中部 597,035 50

近畿 84,571 10

中国 110,231 15

合計 5,548,245 443

　（注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２．店舗数は、当第１四半期連結会計期間末日現在の店舗数であります。

３．売上高には、期間中において新設又は譲受により開店した店舗及び閉店した店舗の売上高を含んでおりま

す。
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(4) 小僧寿しフランチャイズ・チェーンの総売上高及び販売店舗数

　小僧寿しフランチャイズ・チェーンは、当社グループの直営店並びにフランチャイズ契約に基づいて組織化した

加盟者で構成され、加盟者に対して常温食材、冷凍食材及び資材その他を販売するとともに、加盟者の総売上高に連

動したロイヤリティ収入を得ております。

地域別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

加盟販売店
第１四半期総売上高

（千円）

販売店舗数
（平成21年
３月31日現在）

北海道 1,091,085 68

東北 363,725 39

関東 4,135,586 372

中部 672,798 61

近畿 323,467 43

中国 631,429 70

四国 599,569 68

九州 272,279 50

海外 86,927 7

合計 8,176,868 778

　（注）１．北海道、東北、関東、中部、近畿、並びに中国には、直営店及び子会社の商品売上高及び店舗数（前頁参照）を含

めております。

２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

当社は、平成21年２月27日開催の取締役会において、相鉄流通サービス株式会社に前連結会計年度まで当社子会社

であった株式会社ムーンの全株式を売却することを決議し同日付で売買契約を締結、さらに、同日付をもって株式会

社ムーンの全株式の譲渡を完了いたしました。 

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、昨年秋以降の世界同時不況により製造業を中心とする多くの

企業の業績が悪化し、景気の後退が本格化しております。

外食産業におきましても、企業業績や雇用情勢の悪化等により消費者心理の冷え込みに拍車がかかり個人消費は

減少を続け、外食産業を取り巻く環境は非常に厳しいものとなりました。

このような状況の中で、当社グループは既存店舗の店舗力を向上させるとともに、販売費及び一般管理費の圧縮

を進め、早期黒字化を実現できる体制の構築を進めました。既存店舗は店舗リニューアルを当第１四半期連結会計

期間において４店舗で実施するとともに、冷凍配送の導入を開始し、食材加工場での集中加工と急速凍結、店舗への

解凍システムの導入により品質の向上及び安定、また生産性の向上を図ってまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高は前期まで連結子会社であった株式会社

ムーンの株式を平成21年２月27日に売却したことに伴い連結から除外したこともあり、また昨年来の消費支出の低

迷により61億78百万円（前年同期比10.9％減）となりました。営業利益及び経常利益につきましては販売費及び一

般管理費の圧縮により営業利益は16百万円（前年同期は43百万円の営業損失）、経常利益は66百万円（前年同期は

６百万円の経常損失）となりました。また、四半期純利益は子会社株式売却益による特別利益83百万円の発生によ

り81百万円（前年同期は38百万円の当期純損失）となりました。

事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりであります。なお、当第１四半期連結会計期間より、株式会社ムー

ンの株式売却により「カラオケ・ネットカフェ事業」の区分を廃止しております。

①寿し直営事業

寿し直営事業におきましては、持ち帰り寿し店舗として「小僧寿し」及び「鮨のいつき」、回転寿し店舗として

「活鮮」、宅配寿し店舗として「札幌海鮮丸」を展開しております。持ち帰り寿し店舗は既存店舗の活性化を図り、

店舗力向上に注力してまいりました。店舗指導を強化、徹底し売上機会損失を防止し、在庫、人件費、店舗ロスの重点

的指導を行いコストコントロールの向上を図りました。店舗展開につきましては４店舗の店舗リニューアルを実施

し２店舗を閉店したことにより第１四半期連結会計期間末の直営店舗数は443店となり、売上高は55億48百万円と

なりました。

②寿しＦＣ事業

寿しＦＣ事業におきましては、小僧寿しフランチャイズチェーン加盟者への経営指導と食材の提供を主たる事業

としております。第１四半期連結会計期間はＦＣ加盟者のリニューアルモデル店舗への転換を推進し店舗損益の改

善を進め、また弁当併売型のモデル店舗の立ち上げを行いました。寿しＦＣ事業の売上高は店舗数の減少などによ

り食材売上高が減少したため、６億30百万円となっております。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、主として営業活動による資金の

減少があったことにより21億80百万円 となり、前連結会計年度末に比べ７億63百万円の減少となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における営業活動による資金の減少は５億75百万円（前年同期は５億46百万円の減

少）となりました。

これは、売上債権の減少２億20百万円及び非資金取引である減価償却費75百万円及び減損損失12百万円がありまし

た一方、仕入債務の減少８億75百万円及びその他流動負債の減少２億14百万円等資金の減少要因が上回ったこと等

によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における投資活動による資金の増加は１億44百万円（前年同期は76百万円の減少）と

なりました。

これは、有形固定資産取得による支出が98百万円あったものの、関係会社株式の売却による収入が96百万円及び投

資有価証券の売却による収入が86百万円等資金の増加要因が上回ったこと等によるものです。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は３億32百万円（前年同期は１億62百万円の減

少）となりました。

これは、社債の償還による支出が３億円、長期借入金の返済による支出が32百万円あったこと等によるものです。 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第一四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、子会社であった株式会社ムーンに対し賃貸しておりました設備を売却して

おります。

その主要な設備は、次のとおりであります。 

事業所名

 （所在地） 

 事業の種類別
セグメントの名称

設備の内容

帳簿価額（千円）  
従業員数

 （人） 建物及び

構築物 
機械装置及び

運搬具 
その他 合計 

株式会社ムーン 
カラオケ・ネットカフェ

事業 
店舗  26,715  －  255  26,971 28

 

  

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 52,000,000

計 52,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年５月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,188,884 13,188,884ジャスダック証券取引所 単元株式数500株

計 13,188,884 13,188,884 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。  

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年１月１日～

平成21年３月31日 
－ 13,188,884 － 1,458,500 － 3,584,495

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しがなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。  

①【発行済株式】

 平成21年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － －  －

議決権制限株式（自己株式等） －  －  －

議決権制限株式（その他） －  －  －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  231,500  －  －

完全議決権株式（その他） 普通株式  12,891,000  25,782  －

単元未満株式 普通株式  66,384  －  －

発行済株式総数   13,188,884  －  －

総株主の議決権 － 25,782  －

（注）「完全議決権株式（その他）」の株式数欄には、証券保管振替機構名義の名義書換失念株式が1,500株

（議決権の数３個）含まれております。　 

  

②【自己株式等】

 平成21年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
 株式数（株） 

所有株式数の
 合計（株） 

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％） 

㈱小僧寿し本部 
東京都武蔵野市境南町

二丁目10番21号
231,500  － 231,500 1.76 

計  － 231,500  －  231,500 1.76 

 

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
１月

２月 ３月

最高（円） 491 178 181

最低（円） 165 110 117

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出後、当第１四半期報告書の提出までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。なお、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平

成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 880,735 1,944,539

受取手形及び売掛金 310,584 555,044

有価証券 300,000 －

商品 513,799 672,527

貯蔵品 16,411 18,980

繰延税金資産 45,426 37,213

関係会社預け金 ※1
 1,000,000

※1
 1,000,000

その他 224,423 285,754

貸倒引当金 △27,304 △33,784

流動資産合計 3,264,077 4,480,275

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,906,189 5,315,518

減価償却累計額 △3,406,835 △3,591,463

建物及び構築物（純額） 1,499,353 1,724,055

機械装置及び運搬具 351,958 351,958

減価償却累計額 △320,954 △319,105

機械装置及び運搬具（純額） 31,004 32,853

工具、器具及び備品 1,393,260 1,434,794

減価償却累計額 △1,047,117 △1,069,979

工具、器具及び備品（純額） 346,143 364,815

土地 1,330,845 1,330,845

建設仮勘定 12,269 3,299

有形固定資産合計 3,219,616 3,455,868

無形固定資産 43,474 43,747

投資その他の資産

投資有価証券 59,615 159,655

長期貸付金 34,806 38,534

敷金及び保証金 1,337,453 1,399,411

長期前払費用 38,309 42,593

破産更生債権等 690,593 689,939

その他 96,443 96,060

貸倒引当金 △745,735 △748,074

投資その他の資産合計 1,511,487 1,678,121

固定資産合計 4,774,578 5,177,737

資産合計 8,038,655 9,658,012
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,409,852 2,296,918

1年内返済予定の長期借入金 107,608 161,608

1年内償還予定の社債 100,000 420,000

未払金 968,827 1,267,973

未払法人税等 68,951 118,271

賞与引当金 86,500 30,240

ポイント引当金 99,000 102,000

その他 335,955 339,247

流動負債合計 3,176,695 4,736,259

固定負債

社債 － 20,000

長期借入金 153,220 214,956

退職給付引当金 389,943 376,174

その他 239,328 298,066

固定負債合計 782,492 909,196

負債合計 3,959,187 5,645,456

純資産の部

株主資本

資本金 1,458,500 1,458,500

資本剰余金 3,584,495 3,584,495

利益剰余金 △664,418 △746,041

自己株式 △309,359 △309,287

株主資本合計 4,069,218 3,987,666

少数株主持分 10,249 24,889

純資産合計 4,079,468 4,012,555

負債純資産合計 8,038,655 9,658,012
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

売上高 6,178,820

売上原価 2,658,491

売上総利益 3,520,328

販売費及び一般管理費 ※1
 3,503,415

営業利益 16,913

営業外収益

受取利息 8,475

受取賃貸料 65,109

その他 17,867

営業外収益合計 91,453

営業外費用

支払利息 2,473

不動産賃貸費用 37,831

その他 1,415

営業外費用合計 41,720

経常利益 66,646

特別利益

貸倒引当金戻入額 8,823

関係会社株式売却益 83,470

特別利益合計 92,294

特別損失

固定資産除却損 206

投資有価証券売却損 10,173

減損損失 12,871

特別損失合計 23,251

税金等調整前四半期純利益 135,689

法人税、住民税及び事業税 57,592

法人税等調整額 △8,954

法人税等合計 48,637

少数株主利益 5,427

四半期純利益 81,623
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 135,689

減価償却費 75,243

減損損失 12,871

賃貸資産減価償却費 5,294

敷金償却額 4,597

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,818

賞与引当金の増減額（△は減少） 56,260

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13,768

受取利息及び受取配当金 △8,475

支払利息 2,473

投資有価証券売却損益（△は益） 10,173

関係会社株式売却損益（△は益） △83,470

固定資産除却損 206

売上債権の増減額（△は増加） 220,390

たな卸資産の増減額（△は増加） 157,012

仕入債務の増減額（△は減少） △875,366

未払消費税等の増減額（△は減少） 4,440

その他の流動資産の増減額（△は増加） 19,126

その他の流動負債の増減額（△は減少） △214,044

その他の固定負債の増減額（△は減少） △1,614

その他 △21,124

小計 △495,369

利息及び配当金の受取額 7,708

利息の支払額 △3,794

法人税等の支払額 △83,561

営業活動によるキャッシュ・フロー △575,017

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △98,560

無形固定資産の取得による支出 △1,955

有形固定資産の売却による収入 26,971

投資有価証券の売却による収入 86,266

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

96,735

貸付けによる支出 △1,348

貸付金の回収による収入 22,838

敷金の差入による支出 △9,296

敷金の回収による収入 17,830

その他 4,559

投資活動によるキャッシュ・フロー 144,040
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △32,736

社債の償還による支出 △300,000

自己株式の取得による支出 △71

その他 △20

財務活動によるキャッシュ・フロー △332,827

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △763,804

現金及び現金同等物の期首残高 2,944,539

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,180,735
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当社グループは、前連結会計年度において207,442千円の営業損失を計上し、営業キャッシュフローも154,038千円のマ

イナスとなっております。また、当第１四半期連結会計期間におきましては16,913千円の営業利益、81,623千円の四半期

純利益を計上したものの、営業キャッシュ・フローは575,017千円のマイナスとなっており、引き続き継続企業の前提に

関する重要な疑義を抱かせる状況が存在しております。

このような状況を解消するために、当社グループでは、中期計画として「小僧寿しブランドの再構築」を掲げ早期業績

回復を目指し、売上拡大と利益確保に向け諸施策を実施しております。

小僧寿し直営店舗においては、売上拡大策として、お待たせ時間解消等店舗での販売力向上のためのマネジメント強化

や、新規開発した冷凍・解凍システムの導入による品質向上等の策を講じております。

また、子会社の㈱札幌海鮮丸では新規顧客の掘り起こしのため価格帯の幅を広げ注文件数の増加を図ってまいります。

寿しＦＣ事業においては、加盟店の既存店売上は未だ回復に至っておりませんが、直営タイプのリニューアルを実施し

た店舗においては売上回復の兆しが見え、今後も加盟店のリニューアル転換を推進してまいります。また、新規加盟店の

募集については引き続き推進してまいります。

一方で、マーチャンダイジング機能の強化策の一環として、㈱すかいらーくとの共同仕入品目の拡大により仕入れ価格

の低減を目指すと共に、物流網の見直しや店舗への解凍システム導入により品質向上を図ることでトータルで原価の低

減を図ってまいります。

経費面では、役員報酬の減額や株主優待制度の廃止を実施、かつ全社的な要員計画に基づく適正な人員配置を検討する

と共に、店舗マネジメントを強化することにより人件費の適正化を図り、物流コストの低減や広告宣伝などをはじめとし

た諸費用の見直しなどの対策を講じてまいります。

財政面においては現状の設備投資等については、新規の資金調達は行わず遊休資産及び有価証券売却等により計画的

に、全て手元資金にてまかなっており、また、有利子負債の圧縮は順調に進んでおります。

当第１四半期連結会計年度の連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な疑義の影響

を連結財務諸表には反映しておりません。
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

(1) 連結の範囲の変更 

当第１四半期連結会計期間より、株式会社ムーンの全株式を売却したため、連結の

範囲から除外しております。

(2) 変更後の連結子会社の数

１社 

２．持分法の適用に関する事

項の変更

(1) 持分法適用関連会社

①　持分法適用関連会社の変更

当第１四半期連結会計期間より、株式会社小僧寿し配送センターの全株式を売却

したため、持分法の適用範囲より除外しております。

②　変更後の持分法適用関連会社の数

該当ありません。  

３．会計処理基準に関する事

項の変更

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産 

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法によ

る原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価

に関する会計基準（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに

伴い、主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。

これに伴う、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。 

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１．棚卸資産の評価方法 通常の販売目的で保有するたな卸資産の簿価の切下げに関して、収益性が低下してい

ることが明らかなたな卸資産についてのみ正味売却価額を見積り、簿価の切下げを行っ

ております。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

※1　関係会社預け金

 　　㈱すかいらーくとの金銭寄託契約に基づく寄託運用

 預け金であります。 

 ※1　関係会社預け金

 　　㈱すかいらーくとの金銭寄託契約に基づく寄託運用

 預け金であります。 

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

※1　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

賃金・手当 1,274,527千円

給与手当  494,661 

賞与引当金繰入額  56,260 

退職給付費用  50,185 

ポイント引当金繰入額  99,000 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金勘定     880,735千円

有価証券  300,000 

関係会社預け金  1,000,000 

現金及び現金同等物  2,180,735 

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至

平成21年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  13,188,884株

 

２．自己株式の種類及び総数

普通株式  232,293株 
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）

 
寿し直営事業
（千円）

寿しＦＣ事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1) 外部顧客に対する売上高 5,548,245630,5746,178,820 － 6,178,820

(2) セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － － －

計 5,548,245630,5746,178,820 － 6,178,820

営業費用 5,409,272587,4665,996,738165,1686,161,906

営業利益（△損失） 138,973 43,108182,081(165,168)16,913

（注）１．事業区分は内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業の主な内容

(1)寿し直営事業・・・・・・・・・・持ち帰り寿し、回転寿し、宅配寿しの販売

(2)寿しＦＣ事業・・・・・・・・・・加盟店に対する食材、包装資材の販売及びロイヤリティ収入

３．当社の本社管理部門の費用165,168千円を配賦不能営業費用として「消去又は全社」の項目に含めて表示

しております。

４．従来の「カラオケ・ネットカフェ事業」については、株式会社ムーンの全株式を売却し、当第１四半期連結

会計期間より連結の範囲から除外したことに伴い、当第１四半期連結会計期間より区分を廃止しておりま

す。

 

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める日本の割合が、いずれも90％を

こえているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

 

 

 

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）

海外売上高が連結売上高の合計額に対し10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 314円 6銭 １株当たり純資産額 307円 76銭

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 ６円 30銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

　  （注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（千円） 81,623

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 81,623

普通株式の期中平均株式数（株） 12,956,756

（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

資本準備金の減少

当社の平成21年３月26日開催の第41期定時株主総会において、「資本準備金の額を減少し、資本準備金の減少後その

他資本剰余金の一部を繰り越し利益剰余金に振り替えること」を決議いたしました。

これに伴い平成21年５月１日付で資本準備金減少の法的効力が生じたため、同日付で資本準備金3,584,495千円のう

ち1,792,247千円を減少させ、1,062,658千円をその他資本剰余金に、729,588千円を繰越利益剰余金へそれぞれ振り替

えております。
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２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社小僧寿し本部(E02775)

四半期報告書

26/27



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２１年５月８日

株式会社小僧寿し本部

取締役会　御中

監査法人　ト　ー　マ　ツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 諏訪部　慶　吉　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 服　部  一　利  印

     

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社小僧寿

し本部の平成２１年１月１日から平成２１年１２月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成２１年１

月１日から平成２１年３月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社小僧寿し本部及び連結子会社の平成２１年３月３１日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　 追記情報

　「継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況」に記載されているとおり、会社は前連結会計年度まで継続して

営業損失及び営業キャッシュ・フローのマイナスを計上しており、当第１四半期連結累計期間は営業利益を計上したもの

の、営業キャッシュ・フローがマイナスとなっているため継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる状況が存在している。当

該状況に対する経営者の対応等は当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は、継続企業を前提として作成されてお

り、このような重要な疑義の影響を四半期連結財務諸表には反映していない。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期　

　　　　　報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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